
第 20 回 環境教育研究・実践奨励賞 申請書（記⼊⾒本） 

申請代表者氏名 1 名のみ 

共同研究者氏名  

申請区分 □研究  □実践 

どちらかにチェックを入れる 

 

研究・実践 

課題名 

 

研究・実践の目的 

研究・実践の背景及び社会的価値 

・本学会の先⾏研究・実践をふまえて記載する 

研究・実践の計画・方法 

・申請する研究・実践が終了している場合、進⾏している場合、これから始める場合が想定
されるので、各々のケースに即した記述を⼯夫する。 



 

研究・実践の概要 

・可能な範囲で「研究」と「実践」の区別を明確にして記述する。 

研究・実践のアピール・ポイント 

・審査の際に、特にアピールしたい点を記述する。 

 

【申請者の資格確認】 

① 2024 年 3 月 31 日時点で 35 歳以下の正会員（一般・学生会員）が行う研究報告、正会員

（年齢制限なし）による実践報告 

② 日本環境教育学会（任意団体・法人）が授与した研究・実践奨励賞の受賞歴はない 

③ 共同研究であっても、賞金を受け取るのは申請代表者である 

 以上 3点に同意して、申請書を提出いたします。 

 

申請代表者の所属先 

申請代表者の連絡先 

・E-mail：                           ・TEL： 


